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別紙                    氏 名  丸山 幸子    

質 問 事 項 

 

№  １－１  

防災・減災対策をより進めるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 本年１月１日に発災しました能登半島地震から、８か月が経過いたしまし

た。先月、尾張旭市社会福祉協議会による輪島市支援活動報告会が行われま

した。その報告の中で、被災地の景色が災害発生時と比べて変化が見られな

い写真が何枚かありました。復興が遅れていることの原因となる課題を考え

ながら、改めて、能登半島地震被災地へ想いをはせ、我がまち尾張旭市にお

ける防災・減災対策により力を入れていく必要があると感じました。 

 また、８月８日には、宮崎県日向灘を震源とするマグニチュード７．１の

地震が発生いたしました。この地震を受けて、気象庁は南海トラフ地震の想

定震源域で大規模地震が発生する可能性が普段と比べて高まっているとし

て、「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」を発表しました。 

 気象庁は、この情報が特定の期間に必ず地震が発生することを伝えるもの

ではないとした上で、巨大地震に備えて地震への備えを改めて確認してほし

いと呼び掛けました。発表から１週間が経過し、南海トラフ地震臨時情報に

伴う特別な呼び掛けは終了しましたが、大規模地震発生の可能性がなくなっ

たわけではありません。私たちは、今こそ、防災・減災対策をより進めると

きであります。 

 

（１）災害関連死をどう防ぐか 

   地震など災害からは生き延びることができたが、その後の避難生活な

どで命を落とすのが「災害関連死」であります。能登半島地震での災害

関連死は、８月９日時点で112人になります。災害関連死は、まさに救え

たはずの命であります。 

災害事例の分析の専門家である関西大学の奥村与志弘教授は、災害関連

死の「フローチャート」を作成し、死因と死につながる間接的な要因を結

び付けて可視化しました。死因の70％余りが肺炎などの「呼吸器系疾患」

と、心不全などの「循環器系疾患」である事が分かり、その結果、改めて

見えてきたのは、避難生活の環境の悪さが関連死につながった可能性を指

摘されてみえます。そこで、災害関連死を防ぐために必要なことについ

て、以下お聞きいたします。 

 

ア 避難所の環境改善について 

避難所生活において、災害関連死への影響を与える大きなものは、ト

イレとキッチンとベッドであるとされます。断水で水がなくなり、水洗

トイレが使えなくなり劣悪なトイレ環境となります。すると、トイレに

行きたくないと、排泄回数を減らすために水分摂取を控え、脱水症状を

引き起こします。その結果、口腔内の細菌が増えて、誤嚥性肺炎を引き

起こし、亡くなる方が出てきます。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子           

質 問 事 項 

 

№  １―２  

防災・減災対策をより進めるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 また、偏った食事や避難所での雑魚寝は、栄養不足が起きることで高血圧

が進行する人が増え、循環器系疾患につながりやすいとされています。雑魚

寝をすれば、床で寝るストレスと睡眠不足に陥り、その結果、体力や免疫力

が低下し、呼吸器系疾患を起こす人が出てきます。 

医師や専門家で作る学会が、災害関連死を防ぐために、避難所のトイレ、

キッチン（温かい食事）、ベッドの整備・改善が重要であると指摘されてみ

えます。 

現在の避難所生活におけるトイレ、キッチン、ベッドの整備の現状と課題

について伺います。 

 

イ 各種専門家との連携について 

    災害関連死を防ぐには、持病の悪化、ストレスによる心身の衰弱、

介護サービスの低下なども要因となると指摘されています。平時と同

じ医療・介護が受けられる環境作りが重要であります。こうした各種

専門家との連携について伺います。 

 

 

（２）福祉避難所について 

ア 福祉避難所との連携について 

福祉避難所は、 障がいのある方や高齢者の方が、避難するための避

難所であります。災害が起きたときに、市内にある指定避難所と福祉

避難所との連携がどの様に行われるのか伺います。 

 

イ 福祉避難所運営マニュアル策定について 

 

（３）罹災証明書交付の迅速化に向けて 

   能登半島地震の復興が進まない要因の一つに、罹災証明書の交付が進

まないことがあると聞きました。罹災証明書交付に時間が掛かる要因と

して、交付までの業務が人手や紙帳簿を用いた多くの手間が掛かるアナ

ログなプロセスで行われていることが挙げられます。こうした中、罹災

証明書交付のデジタル化を導入する自治体もあります。本市での罹災証

明書交付の迅速化のため、デジタル化導入についての考えを伺います。 

 

 
 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子           

質 問 事 項 

 

№  １―３  

防災・減災対策をより進めるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（４）災害廃棄物の処理について 

   能登半島地震被災地へ復興ボランティアとして何度も足を運んでいる
方から、災害廃棄物の量が多く、仮置場の受入れができないとの声をお

聞きしました。災害廃棄物の処理については、自治体によって違うた
め、同じ石川県内でも処理の仕方が違い、公費解体と合わせて行う自治

体もあれば、家具など事前に運べるものは運んでくださいとする自治体
もあると伺いました。そこで、本市における災害廃棄物の処理について

伺います。 

 

ア 災害廃棄物発生量の推計について 
イ 仮置場について 

ウ 「東松島方式」の取組について 

    「東松島方式」とは、東日本大震災で全国から注目を集めた災害廃

棄物処理の取組であります。宮城県東松島市では、東日本大震災にお
いて、全世帯の73％となる１万1,073棟の半壊以上の家屋被害が出まし

た。災害廃棄物は109万8000トンと年間発生量の110年分にまで上りま
した。市は、徹底した手作業で災害廃棄物を金属や木材など19品目に

分別・処理し、全体の約97％をリサイクルする事に成功しました。当
初は、約730億円を見込んでいた経費を、約150億円削減する事につな

がったほか、分別作業員として被災者を中心に約800人の雇用も生み出
し、３年での処理完了にこぎ着けました。 

    この手法が、能登半島地震の被災地でも注目され、東松島方式に携
わっていた職員が派遣され、能登町の職員にがれき処理や家屋解体な

どでノウハウを提供したといいます。本市の災害廃棄物処理に「東松
山方式」を取り入れることについての見解を伺います。 

 
（５）「災害ケースマネジメント」について 

   被災者が抱える住まいや生活上の不安といった多様な課題に対し、伴
走型で支援する「災害ケースマネジメント」と呼ばれる取組がありま

す。政府は昨年５月、国や自治体の災害対応の基礎となる防災基本計画
を修正し、初めて災害ケースマネジメントの整備促進を明記しました。

本市での災害ケースマネジメントの体制作りについて伺います。 

 

（６）防災教育について 

ア 子ども防災手帳の活用について 

イ 防災絵本について 

ウ 親子で取り組む防災対策について 

 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子  

質 問 事 項 

 

№  ２   

本と給食のコラボ「ブックメニュー」について 

 給食の献立に絵本やお話に登場した料理を取り入れている小中学校が全国

各地であります。この取組は、「ブックメニュー」「図書給食」「おはなし

給食」などの名称で行われているものです。 

校内読書週間や給食週間などに、放送で料理の掲載図書の紹介をしたり、

図書館では展示・掲示コーナーを作ったりしています。本と給食のコラボ

は、読書が苦手な子どもにも、本を読みたくなるきっかけを作ってくれると

共に、食への関心にもつながる取組です。 

本と給食のコラボ「ブックメニュー」導入について伺います。 

 

（１）市立図書館・学校図書館と給食のコラボ「ブックメニュー」について 

 

（２）絵本と保育園の給食のコラボ「ブックメニュー」について 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子                                 

質 問 事 項 

 

№  ３   

ペットと一緒に入れるお墓について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 現在、ペットを大切な家族の一員と考える方が多くみえます。本市におい

て、ペット防災に先進的に取り組まれているのも、ペットは家族という価値

観が当たり前のものとなっていることによるものだと思います。家族であれ

ば、死後もペットと同じお墓に入りたいという要望も当然あります。 

 ペット霊園の数は増加の一途をたどり、それと共にペットと一緒に入れる

お墓の数も着実に増えてきています。基本的に、お寺のお墓にペットを埋葬

するのは、タブーとされてきました。しかし、ペットを飼う人が増え、社会

全体のペットに対する意識も変化しお寺によっては、柔軟な対応をしている

ところもあるようです。 

本市の旭平和墓園において、ペットと一緒にお墓に入ることは可能でしょ

うか。 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  丸山 幸子                                 

質 問 事 項 

 

№  ４   

外国人が働き続けるための支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 人手不足が深刻になる中、今や、外国人材がいなければ、経営は成り立た

ない事業所が多くあります。本年６月、外国人労働者の技能実習制度に代わ

り、新たに育成就労制度を設けることを柱とする改正出入国管理法などが、

参議院本会議で賛成多数で可決・成立しました。 

 これまでの技能実習制度は、外国からの実習生が日本で技術を習得して母

国へ持ち帰り、産業発展に貢献するという「国際貢献」の看板が掲げられて

いました。 

 しかし、日本の労働力不足を実習生で補っているのが実情だとして「目的

と実態がかい離している」との指摘があり、見直しが行われました。新しい

育成就労制度では、労働力として向き合い、労働者としての人権を守るとし

ています。 

「育成就労」から「特定技能１号」へ、さらに熟練した技能を持つ「特定技

能２号」へとステップアップすることで、日本に長く在留できるようになる

一方、そのためには日本語や従事する業務分野のスキルを身に付けることが

これまで以上に求められます。特に介護分野では５年以上在留するために

は、国家資格である介護福祉士の資格を取得する必要があります。日本語に

加え、専門知識の学習、実務者研修の必須などかなり高いハードルがありま

す。 

そこで、本市における外国人が日本で働き続けるための支援について伺い

ます。 

 

（１）本市受入れの技能実習生の実態について 

 

（２）技能実習制度から育成就労制度導入について 

 

（３）カルチャースクールの開催など本市でできる支援について 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


